
よ
う
こ
そ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
！

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



（１）
熊本地震から１ヶ月



熊本
地震

古賀市の熊本地震被災地支援の取り組み
＜救援物資＞
市の備蓄品と市民から寄せられた物資を山都町、西原村に送付。
物資の内訳は水２０７５ℓ、おむつ３７２パック、トイレットペー
パー３９０２ロールなど。

＜義援金＞
①義援金は５月２日現在１０６万３５００円が集まりました。
②糟屋地区町村会を通じ古賀市として６０６万円を送る予定。
③古賀市議会は社会福祉協議会を通じて３０万円を送りました。

＜職員派遣＞
①5月20日（金）～26日（木）で派遣。
熊本県菊陽町で建物の被害調査業務
5月27日（金）からも3人の職員派遣。

＜ボランティア保険加入者数＞
４３人（５月１３日時点）



古
賀
市
地
域
防
災
計
画

地
震
被
害
の
想
定

福岡県の活断層

西
山
断
層

警
固
断
層

＜地震の想定＞
西山断層系を震源とするM7.3
の地震が冬季夕刻に発生

＜被害の想定＞
全壊建物 ６７７棟
半壊建物 ４０１棟
出火件数 ４件
死者数 ４０人
負傷者数 ９９９人
（2013年に想定見直し）



①地震の発生、家屋の倒壊、犠牲者、けが人
②行政機能のマヒ（７２時間）、災害対策本部の設置、救助・捜索
③水、電気などライフラインがストップ
④避難所に大勢の避難者、避難所の運営
福祉避難所の確保
車中泊、テント、エコノミークラス症候群（関連死）

⑤救援物資の選別、仕分け、運搬、調達
⑥他自治体からの業務支援
⑦ボランティアの受け入れ
⑧罹災証明の発行手続き
⑨復旧・復興への道のり 姉妹友好都市を持つこと

市内行政区間の協力
小規模避難所の確保

あらかじめ協力自治体を確保

行政のマニアルの総点検

３日間を乗り切る
水、食料、薬の備え



（２）
最近の古賀市の姿



大根川 宮地岳線跡地陸橋が歩道橋になりました

歩行者専用道路
延長７７ｍ
幅員４．３ｍ

橋の両側に休憩施設

ターゴラ
（ぶどう棚）



*研修棟建替・生涯学習センター建設

生涯学習センター

８月完成の生涯学習センター

生涯学習センター
予定地



*古賀駅東口の再開発
基本構想策定から土地利用事業化検討へ

現在のニビシ工場

古賀駅東口

昭和30年頃のニビシ工場

2014年度は、古賀駅東口の土地利用に関
する基本構想を策定。（657万8千円）
ニビシ工場の敷地は約18000坪あります。
2016年度は、古賀駅東口周辺土地利用事
業化検討委託に７６９万円。



*福岡東医療センターに
感染症センターと救命救急センター。新たな外来管理診療棟も。

福岡東医療センターに2014年6月、感染症センターが完成
しました。また救命救急センターも開設されました。
さらに新しい診療管理棟が完成しました。



中
川
区
に
オ
ー
プ
ン
し
た

Ａ
Ｚ
ホ
テ
ル



高田地区区画整理事業

県営さや団地

●事業期間は２０１５年度から２０１８年度の予定
●宅地は５６戸程度予定
●大型食品スーパー「ラ・ムー」（大黒天物産）が
２０１６年度中に開店する予定

●しかし大黒天物産は３月末をもって契約解除



舞の里・イオンスーパーセンター跡地

中古自動車 家電 食料品



三輪 許山 森 中村 竹下 中村

高
度
経
済
成
長

プ
ラ
ザ
合
意

日
米
経
済
摩
擦

構
造
改
革

地
方
創
生

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

自
公
政
権

東
日
本
大
震
災

熊
本
地
震

行
革
・民
間
委
託

小
泉
構
造
改
革

第１次総合振興計画 第２次総合振興計画 第３次総合振興計画 第４次前期



も
の
づ
く
り
力
は
古
賀
市
の
強
み



古賀市の食品加工業
福岡県内第２位の出荷額



市
制
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後
、
人
口
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伸
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き
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最
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福津市と新宮町への
転出超過が
大きな特徴
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進住宅の整理縮小
２行政区で３４３人減

古
賀
市
内
で
も
人
口
が
増
え
て
い
る
所
と

減
っ
て
い
る
所
が
あ
る



１１，５８０人

８，３２９人８，８７９人

中川区：２，０６０人

青柳校区



市
民
の
暮
ら
し
向
き
は

厳
し
く
な
っ
て
い
る



（３）
中村市政の評価
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竹下前市長が
策 定

中村市長が
策 定

後
期
基
本
計
画
で
の
力
点
に
つ
い
て
、
中
村

市
長
は
６
月
に
は
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る

後
期
基
本
計
画
で
の
力
点
に
つ
い
て
、
市
民

の
意
見
を
聞
く
べ
き
で
あ
る
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補正予算の特徴
①プロモーションムービー作成委託（２２４７万３千円）
地方創生加速化交付金を活用
②年金生活者支援臨時給付金（１億５９０６万６千円）
給付金は１億５３００万円
③企業誘致情報収集委託（１０３５万５千円）
地方創生加速化交付金を活用
収集委託 １０２５万２千円
本社等立地交付金 ２０万円

当初予算の主な事業
①本社等立地交付金 ６４４万円
②プレミアム付き商品券補助 １０００万円
③小中学校全学年で３５人以下学級
小学校 ２４６５万７千円 中学校 １４７９万４千円

③第３子以降の学校給食費全額補助 １０９２万２千円
小中学生が３人以上いる保護者の内、第３子以降の児童生徒
④防災行政無線デジタル化工事 ５億２７５８万２千円
⑤健康増進計画調査委託など ２０３万７千円
⑥ヘルス・ステーション設置補助 １００万円
⑦総合振興計画後期基本計画検討会議謝礼 ３１万３千円
印刷製本費 １３８万１千円
⑧古賀駅東口周辺土地利用事業化検討委託 ７６９万円
⑨自治基本条例策定支援業務委託 ８１０万円
策定委員報酬 ８３万３千円
⑩ふるさと納税返礼品 ４４８万１千円
⑪参院選挙委託金 １２９０万６千円
⑫船原古墳周辺公園化用地取得 ６１５１万円
⑬８小学校の図書館開放に伴う防犯カメラ設置 ３０９万円
⑭景観条例策定調査 ６６１万円

副市長人事案
３月３０日で退任 坂本正美副市長九州経済産業局
４月１日起用 柴田俊一（６０歳）

九州経済産業局国際部国際化調整企画官

国保税改定に「決議」
国保税の大幅値上げに対し議案を可決した上で、市民建産委員
会から提出された「決議」を可決
市長の市民に対する直接説明等５点を求めた。
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決 議（３月２８日の本会議で可決）

①国民健康保険運営協議会の答申に添えられた附
帯意見に対して最大限の努力を払うこと。

②国民健康保険税の税率改定の必要性、加入者に
対する協力のお願い、市としての今後の具体的対
策を「市長声明」として早急に公表すること。あ
わせて直接市民に説明する機会を作ること。

③国民健康保険加入者の負担増に伴う苦情、救済
等を求める声が寄せられた場合は誠意を持って対
応すること。

④がん検診の受診率向上、特定健診受診率の目標
３５％を市長が先頭に立って実現すること。

⑤国民健康保険の安定的かつ持続的運営ができる
よう、国に対し財政支援制度の拡充を求める緊急
要望を古賀市長名で提出すること。

議
会
の
決
議
を
受
け
て

中
村
市
長
が
「
市
長
声
明
」
を

発
表
し
ま
し
た
（
４
月
２
５
日
）



都市マスタープランでの記述
（２００９年策定）

①JR古賀駅、ししぶ駅を中心とした拠点づくり
②海岸部や河川など豊かな自然環境や、
公園・緑地の維持・保全

③快適な居住環境の保全・形成

２０１６年からの課題
①高齢化する地域、マンション等新開発地が入り混じった地域
高齢者、子ども、地域住民の交流
②健康づくり、子育て支援、移動販売などの公民館活動
③校区コミュニティ活動を通じた校区の連帯
④安全・安心、自主防災組織による災害への備え

古
賀
市
総
合
振
興
計
画
・後
期
基
本
計
画

（２
０
１
７
年
度
か
ら
２
０
２
１
年
度
）に
地
域

別
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
記
を
！

これからのまちづくり計画を策定するなら
市民の声を聞くべきだ

古賀西地域の構想



自治基本条例（仮称）の策定過程での議論
２０１６年１２月にも「答申」予定

自治会と校区コミュニティの役割（分担）は「今後検討」が必要
市長は２０１６年度（平成２８年度）中に整理すると表明

自治基本条例策定委員会での主な意見
●地域のつながりや助け合いが「防犯」「健康寿命」に寄与
●自治会、校区コミュニティは多様な世代、立場の人のニーズを知り、
連携、協力が重要
●今後さらに地域コミュニティによるまちづくりを活性化するためには
校区コミュニティと自治会の役割分担を検討する必要がある
●校区コミュニティは、事務局機能の充実など体制づくりが必要
●自治会は、役員の負担軽減のため市からの依頼業務の軽減等を検討する必要
●市は地域活動を活性化するよう支援を行うことが必要

自治会や

校区コミュニ
ティとの

話し合いが
必要だと
思います！



市
長
公
約
の
「水
道
料
金
３
割
値
下
げ
」

検
討
中
と
い
う
が
・・・。

３
億
円
の
減
収
分
を
カ
バ
ー
で
き
る
か

ど
う
か
・・・。



宮
地
岳
線
跡
地
の

土
地
利
用
整
備
計
画
（案
）



●古賀市の中学校入学性は５１２人。
古賀北中２０２人、古賀中１８３人、古賀東中１２７人
●少人数学級対応で中学校は６クラス増
古賀北中は３クラス増
古賀中では２クラス増
古賀東中では１クラス増

●古賀市の小学校新入生は５９３人。青柳小４９人、小
野小７７人、古賀東小８９人、古賀西小７４人、花鶴小
１１４人、千鳥小５４人、花見小８７人、舞の里小４９人
●少人数学級対応で小学校は７クラス増
青柳小の４年生、古賀東小の３年生、古賀西小の３
年生、花鶴小の２年生と３年生、千鳥小の３年生、花
見小の３年生の７クラス増

全小中学校の全学年で３５人以下学級が実現しました！



議
会
は
全
議
員

で
利
用
し
や
す

い
公
共
交
通
を

研
究
中
で
す
！

市長は赤字補填方式
を見直すべきです



（４）
私のビジョン



みなさんは古賀市を
どのような街にしたいですか？



ぬ
ま
健
司
が
提
案
し
て
い
る

古
賀
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
力
点



ぬ
ま
健
司
が
提
言
す
る

２
０
２
５
年
ま
で
に
構
築
す
る

古
賀
市
の
「健
康
と
地
域
」ビ
ジ
ョ
ン

小
学
校
を
活
動
拠
点
に



中村市長と真剣に議論
健康寿命延伸都市古賀を目指して

一般質問



議長時代、老人クラブ連合会総会でご挨拶をさせていただきました（２０１５年４月２４日）

老人クラブ連合会
「伸ばそう健康寿命！になおう地域！」

２０１６年度の老人クラブ連合会補助 ３０２万３千円
・老人クラブ連合会活動補助 １２２，４００円
・市老連と単位クラブ連携事業補助 １，５９６，３２０円
・老人クラブ単位補助（２８単位補助）１，３０３，６８０円

介護予防の大切さ、老人
クラブ連合会の役割をお
話しました



菅谷市長を表敬訪問
「市長は戦略を語り、肉づけは
職員が頑張ってくれる。あとは
ほめるだけ。」
「医療人としての視点」
「金太郎飴の政策。地方が国
を変える。地方から世界に発
信する。」
※市長学を学べたことは大き
な収穫だった。
２０１５年１０月２０日

38



39



40

仕事

野菜

ボランティア

保健師



福
岡
県
は
後
期
高
齢
者
医
療
費
が

全
国
ト
ッ
プ



上
が
り
続
け
る
国
保
医
療
費



和光市
４３００円

和光市
６３００円

２０１６年
保険料

２０２５年
保険料推計

古賀市 ４，９００ ９，１００

和光市 ４，２２８ ６，３００
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古
賀
市
は
福
岡
県
内
の
中
で
も

保
健
師
が
少
な
い
。



高
齢
化
率
が
高
く
、
介
護
認
定
率
が

低
い
校
区
の
特
徴
は
？

高齢化率

介護認定率
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花鶴３丁目区
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舞の里校区 千鳥校区 花見校区 花鶴校区 古賀西校区 青柳校区 古賀東校区 小野校区

特定健診受診率 40.2 30.3 28.2 28.1 27.4 25.3 23.4 23.3

高齢化率 16.8 20.2 21.9 32.4 22.1 27.7 28.2 23
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中川区
２７．６％

舞の里３区
４５．７％

小山田区
１６．５％

市平均２７．５％

２０１６年３月末

古賀市は県内４９位（６０中）
県平均２９．６％
全国平均３３．７％
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小野校区 青柳校区 古賀東校区 古賀西校区 花鶴校区 千鳥校区 舞の里校区

舞の里

千鳥

花見
花鶴

古賀西

青柳

古賀東

小野

古賀市内の各小学校区の特定健診受診率推移

①各小学校区別の
特定健診受診率
は、差があるがど
こもアップしつつ
ある
②意識は変わりつ
つある。各地域
に適した支援が
求められている

データは暫定値も含む



保健師の人数を増員して市民の健康を守りたいと思います。いかがですか？

①②③④⑤⑥⑦⑧

⑨⑩⑪

⑫⑬

⑭

小学校区担当保健師

統括保健師、プリセプター

役付保健師

育休中保健師

これが機能すると
市民一人ひとりとの
つながりが強くなる
特定健診受診率も

アップする

ヘルス・ステーション

地区担当保健師に
よる保健活動が必
要不可欠です！



①育休による欠員が生じたが約１
０ヶ月間解消されていない

②正規保健師７人に対し現状は正
規保健師４人と任期付１人である

③地区担当制も組めないが通常業
務への影響が心配される
④研修体制も困難

健康づくり部署 古賀市 松本市

正規保健師 ４人 ４２人

役付き ０ ９人

育休中 ３人 １０人

任期付・嘱託・
臨時

１人 １３人

合計（実働） ５人 ５５人

保健師
一人当たり人口

１１，６６０人
（８，３２９

人）

４，３９４人



松本市健康福祉部
健康づくり課 保健予防担当
課長補佐（保健師）（統括保健師）
林 裕子さん
南部保健センター（保健師）
宮沢 美樹さん（地区を担当して５年）
（２０１５年１０月２１日）

地区担当保健師
①南部保健センターに保健師１３人。７地区を
持っている。地域に軸足を置くようにしている。
②一人の保健師が一つの地域担当。
③芳川地域づくりセンターは保健師の机を設置
してくれている。
④芳川地区には、民生委員２９人、健康づくり推
員５０人。保健師が定例会に出席。
⑤新規採用職員は半年は「フレッシャーズノー
ト」、新人保健師は１年間はプリセプターの指
導。
⑥保健福祉部内で横断的に政策などを学習す
る「Kプロジェクト」。１年に一度発表会。

２０１５年１０月２１日
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①個別記名式で一人ひとりを把握
②未回収には全戸訪問
③ありきたりの調査では予防の
方法はわからない
④未回収者には全戸訪問

地域支援
事業の

二次予防
事業の
対象基準

古賀市との比較検討
メモ

これが大きな
特 徴

管理栄養士、歯科衛生士
の訪問につながる



2014年度
和光市は
９．４％
古賀市は
１４．５％

和光市は
国に先駆けて
２０１３年から
介護予防を実施

和光市は市
内を３つの
エリアに分
け、さらにエ
リア内の各
地区ごとに
要介護認定
者数を把握
している



豊後高田市 高齢者実態調査結果に基づく「高齢者マップ」

古賀市との比較検討メモ

自治会単位



移動販売
花見東２区公民館

移動販売
日吉台区公民館

たいへん好評な野菜、果物などの移動販売



大好評の移動販売
毎月第２、第４木曜日

保健師さんが健康指導

血圧、骨密度、
体組成を測定

花見東2区公民館
木よう館の取り組み

市内４６行政区に広めたい！

６月２６日（木）

公
民
館
で
の
健
康
づ
く
り

市
内
全
域
で
展
開
を
！
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小野小学校で全児童が骨密度などを測定（１２月１２日）
看護大学の協力で５年間に渡って継続記録
看護大、予防健診課、健康づくり推進員の共同作業

測定結果をお友達と
見せあいっこ



①町会長が２名程度推薦
し、非常勤職員特別職とし
て市長の委嘱。任期は２
年。（根拠は設置要綱）３５
地区で推進員会。その会長
が理事となり市の連合会を
組織。松本市部（３市５
村）、県保健補導員連絡協
議会（１０支部）。

②推進員に対する報酬は
年間９８００円、理事は３６５
００円。

③地域づくりセンターで定
例会が行われる

①「食生活改善推進員養成
教室」修了者のボランティ
ア。

愛称はヘルスメイト、食改さ
ん。健康づくり推進員経験
者に勧めている。

③各地区で推進員会。各地
区に２万円委託費、３５地区
で７０万円。１教室１万円単
位。市の推進協議会を組
織。松本平ら支部（３市４
村）、県推進協議会（１１支
部）、全国組織として日本食
生活協会。

④地域づくりセンターで定
例会が行われる

古賀市：４０人、費用弁償８００円/時間

古賀市：４４
人、年間１５万
円補助
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「松本市 健康づくり
の取り組み」

説明資料（抜粋）



▲５．８％

▲５．８％

▲９．３％

▲７．８％

▲７．９％

▲４．４％

▲５．１％

成人式でアピール
（1月11日）

投
票
率
の
低
下
は
深
刻
な
問
題

夏
の
参
院
選
か
ら
１
８
歳
か
ら
投
票

古
賀
市
は
投
票
日
の
投
票
時
間
を
２
時
間
短
縮


